
【ふくそう海域における安全対策】

・ ＶＨＦの聴取義務

海上交通センター

・管制官の業務拡大・高度化

（勧告・航路外待機指示等）

※GD画面

主任運用管制官

・訓練環境設定
・船舶の動静管理
・指導
・訓練結果検証
・再現

シミュレーションによ
る船舶への指示等、

管制官の対応情報

主任運用管制官によ

り各種環境設定等

運用管制官

訓練用編集卓

運用管制官の能力向上 海上交通の安全確保

訓練用運用卓

・訓練用運用卓整備

Ｄ０３

○業務執行体制の強化 → ・運用管制官育成体制の充実

・統括運用管制官の増員

○管制官支援システムの整備 → ・訓練用運用卓の整備

・問題事例等記録システムの整備

○レーダー監視機能等の強化 → ・システムの２重化

・レーダーエリアの拡大

・ レーダ監視機能等強化

・システムの２重化
レーダー空中線 ダブルカバレッジ

（現状） （今後）

レーダー施設A レーダー施設B

レーダー施設
Aのエリア レーダー施設

Bのエリア

ダブルカバレッジエリア

教官

船舶役管制官役

訓練生

訓練卓による実践的訓練

模擬通信

・運用管制官育成体制の充実
○運用管制官研修、運用管制業務監督者研修、職場研修指導者研修
○教育機関での研修及び技能審査の実施等を行う職員の設置
○資格認定制度の構築
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１．海上交通センターの機能向上及び信頼性強化１．海上交通センターの機能向上及び信頼性強化

ふくそう海域における船舶交通安全対策の推進について



巨大船、危険物積載船、外国船舶が

多数通航する海域において、航行船舶

の指標となる航路標識等の視認性、識

別性を向上させるとともに、船舶の航

行安全に必要な潮流情報の充実強化を

図るなどの高度化整備を行い、海上交

通の安全性と効率性の向上を図る。

振れ回り

航 路 幅

航路幅を有効利用できない 航路幅最大限利用

約20m 約1.5m
従来の灯浮標 浮体式灯標

１

水深約18ｍ

振れ回り

２．ふくそう海域における航路標識等の高度化整備２．ふくそう海域における航路標識等の高度化整備

配電線路

管制器

耐用年数を超過した機
器

防波堤灯台

電球・レンズ

太陽電池パネル
ＬＥＤ灯器

事故の蓋然性大

災害時でも自立型電源である
ため安定的な電源供給可能

光源のLED化
電源の太陽電池化

航路標識の省エネ・エコロジー化

災害時においても安全な海上

交通環境を確保するため、被害

を受けやすい商用電源を利用す

る航路標識の電源を太陽光発電

等自立型電源に変更するととも

に、老朽化した航路標識施設の

耐震・耐波浪化の整備を推進す

る。

災害に強い航路標識の整備災害に強い航路標識の整備



２．救助勢力の充実・強化２．救助勢力の充実・強化

巡視艇への複数クルー制の導入を進めるほか、ヘリコプターからの降下・吊上げ救

助技術、潜水能力、救急救命処置能力を兼ね備えた「機動救難士」を航空基地等に配

置するなど、救助勢力の充実・強化を図る。

３．洋上救急体制の充実３．洋上救急体制の充実

洋上で発生した傷病者に対して、医師による迅速な

医療を行うための体制の充実を図る。

１．自己救命策確保キャンペーンの推進１．自己救命策確保キャンペーンの推進

小型船舶やマリンレジャー愛好者等に対して、

・ ライフジャケットの常時着用

・ 防水パック入り携帯電話等の連絡手段の確保

・ 緊急通報用電話番号「１１８番」の有効活用

の「自己救命策３つの基本」を浸透させるため、引き続き周知・啓発活動を実施する。

新潟

函館２２年度中に配備

美保

鹿児島

福岡

羽田

※ 特殊救難隊
関空

那覇 基地から１時間で到達できる範囲

医師等による船内での応急治療

救助救急活動の充実

フェリー「ありあけ」座礁横転




